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今日お話しする概要は… 

＜インバウンドでは＞ 

外国の方に、たくさん来てもらう、何度も来てもらう 
１：来やすい＝ビザ、航路。２：行きたくなる。３：嫌な思いをしない 

 
たくさんお金も使ってもらう 

１：ゴージャスなホテルを地方につくる、２：まともな旅行（民族系） 

３：国際宅配で手ぶらで帰国、４：国際プレミアム買物券 

５：ＬＧＢＴ，ラグビー 

 
＜国内では＞ 

車いすでも認知症でも楽しい旅行！ 
…ということです。 
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たくさん来てもらう・・初めての人には 

 

・ ビザ・フリーゾーンをつくる。たとえば、千歳空港の近くに一筆で東京ド

ーム２０個分の土地を一人が持っている。特区にし、そこを囲って、そこ

だけはビザなしで来れるようにする。十分広いので、そこに何でも造る。 

ビザがとりやすく来やすい日本にする！日本最大のインバンド基地に。 

・日本への直行便を増やす：航空会社向けに営業！ 

 わざわざ某国元首来日（来年某月） 航空協定（改定版）調印へ。 

 それだけ観光が重要ということ。 

 着陸料減免では甘い！ 某国では着陸ごとに５０万円もらえます。 

・日本に行きたくなる！～ファムツアー重要（お国柄はＰ４） 

 色々な所がファムツアーを別々にやる ⇒コーディネイトで効果倍増！ 

・映画やドラマを見て、あこがれる！（Ｐ６）       （↑詳しくはＰ５） 

ご提案 
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行きたくなる理由には、お国柄がある。 

・ツボにはお国柄がある。 

 フィリピンは「ボルテスファイブ」 

 ロシアはオカルト 

 フランスは伝統的な日本らしさ（京都） 

 香港・台湾は雪 

 インドネシアは「マンダム」（雪はダメ。寒い） 

 ミャンマーは「鎌倉の大仏」（一生の夢）   など 

こういう情報をファムツアーで得て、拡散すべし！ 
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「ツボ」を知らしめるためにファムツアーは重要 
・ 実は、ファムツアーは、国、県、市町村、民間と色々なレベルで

実施している。国でも色々な省庁がやっているが、お互いばらば

ら。これではもったいない！ 

・ 今回の構想会議は、せっかく首相官邸主導でやって頂いている

ので、観光庁の枠組みを超えて、全国のあらゆるレベルをコ

ーディネイトして効果を上げるべし！（コ役必要！） 

・ コ役が、「今どんなファムツアーを考えているのか」を情報提供す

ることで、ファムツアーに「あいのり」できる。 

・沖縄の例：市町村の観光協会を２か月に一度集めて、観光コンベ

ンションビューロー主催で方向感のすり合わせ 

ご提案！ 
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日本に あこがれる！ようにする 

・映画やテレビドラマ、情報番組で「あこがれ」をつくる 
 ※「冬ソナ」の逆 ※政府も観光促進目的の助成制度つくるべし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加森観光は、 

単独で台湾ドラマに 

スポンサー 

ドラマの舞台は 

ルスツやサホロ 

北海道新聞 夕刊 

２０１５年１１月９日 
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何度も来てもらう！ 同じところでは飽きる！ 

「次はここに行きたい！」に答える 

選択肢の提供が重要 

・ ゴールデンルート以外の地方に誘客＝広域観光周遊ルート 

インバウンドの８０％を占めるアジアの人たちは、おすすめルート周遊

が好き！ 欧米人では情報感度のよい人が好き。（詳しくはＰ８） 

・ 数次ビザ手数料を割引！１次の料金で数次がとれるようにする！ 

・ ビザ緩和するときは事前に航空会社に告知！ 

・ 一度来日し日本好きになると、ＪＮＴＯのＦＢをフォローする 

ＪＮＴＯのアジアでの影響力は絶大！ただＨＰは見づらい！（Ｐ９） 

 作り込みも足りない！ＨＰ・ＦＢをバージョンアップし、情報発信！ 
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広域観光周遊ルートで第２のゴールデンルート 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

たとえば、世界で一番有名な日
本料理シェフ、六本木の日本料
理「龍吟」の山本シェフに東北
各地の食材をプロデュースして
もらう。世界中から、グルメファ
ンが殺到、間違いなし！ 

「広域」の予算ではできないが、観光先進
国スペインの「パラドール」のように、文化的
価値のある建物をホテルにリニューアルす
る。国営企業の経営。料金高いけど人気あ
り。「民営化の次代に逆行するのでは？」と
聞くと、「観光はＧＤＰの１０％。国にとって
最も大切なことだから、国が責任をもって
やる！」という回答。地方の歴史的建造物
が観光に活用できる！ 保存もできる！ 
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ＪＮＴＯのＨＰの改善点： 

関心事にすぐにアクセルできるようにする！ 

公平性にこだわると、中身がつまらなくなる！ 
ＪＮＴＯのＨＰは… 

・ 内容の充実が必要（「リゾート」は「軽井沢」だけ） 
・ 「フルーツ」の紹介はあるが、観光客のアクションにつながる
リンクなし（どこでさくらんぼ狩りができるかの情報なし）。 

・ ＦＢが有名なので、ＦＢとのリンクバナーを大きく。 
・ ホテルや「ぐるなび」とのリンクバナーも大きく。 
※英語版「ぐるなび」は見事！だが、 
ハラルのレストランリストも作ってほしい 
（ただし、「なんちゃって」認証機関のものはダメ） 

・公平だとつまらない。民間編集長採用！思い切ってﾌｨｰﾁｬｰ 

ご提案！ 
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「辞書」的な観光情報は、 

日本観光振興協会のＨＰ「観るなび」が充実！  

ただし、日本語のみ！ 英語がほしい！！ 
 

・ 「日本観光振興協会」に関しては、ぜひ、今回のような首相官

邸主導の取組の中で、インバウンドへの強化、英語での情報提

供に取り組んでいただくようにしてほしい。 

・ イメージで言うと、「雑誌」のように、そのときのトピックを提供し関

心を持ってもらうのがＪＮＴＯのＨＰ。興味を持ってくれた外国人

の人が、「辞書」のように細かい情報を調べられるのが日本観光

振興協会の「観るたび」。というふうになるといいと思う… 

ご提案！ 
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やみくもにビザ緩和をしても観光客は増えない 

・ビザ緩和が効果あるのは（独自調査）、 

① ビザ緩和前でも、ある程度の数の人が来日している国 

② ビジネスマンの割合が少ない国（商用客が多いインドは×） 

つまり、 

ビザ緩和で観光客を増やすためには、ビザ緩和

前でも、ある程度、旅行客が来る国になるように

「育てる」必要がある。 

  この戦略を練ってほしい！ 
ご提案！ 



p. 12 

嫌な思いをすると、二度と来なくなるかも 

嫌な思いをさせないために 

・「日本への旅行は苦労した」と言われないために 

・ Ｗｉｆｉ整備は劇的に進んだ。 

・ 外国発行カード対応のＡＴＭも劇的に増えた 
 
（課題）外国語表記（ガイドライン、地図は作ったが） 
・都内鉄道のナンバリングの完成（ＪＹＴ０１等） 

・成田空港の英語表記（１丁目一番地）個別訪問で発見 

日本語駅名 実際の駅の表記 

（JR東、京成） 

京成乗り入れの 

都営地下鉄と京急の 

券売機表記 

成田空港駅 Narita Airport Terminal 1 Narita Airport 

空港第二ビル駅 Narita Airport Terminal 2 Airport Terminal 2 

※メトロの路線図はシール対応してもらった。 

最初に 

やるべきこと！ 
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ただ、本筋のゴールデンルート集客力増強も必要！ 
民泊解禁！ ３空港（羽田、成田、関空）の強化！ 
 
民泊は、都市型と地方型でニーズが違う。 
東京では１泊から、マンションの空き室でも認め
るべき。ただし、一人（１社）１室などに限定。 

 
地方型民泊は、沖縄の伊江島がモデル。人口５
千人以下の島に、年間６万人の学生が研修宿泊
に。簡易宿泊所の申請をしている。 

 
３空港は… 
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★たくさんお金も使ってもらう★１ 
まずは地方にもゴージャスなホテルをつくる！ 
たとえば、京都に新しくできたリッツカールトンは 
一番安い部屋で１泊１４万円！これで埋まる！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

字が小さくて恐縮ですが、一番狭い、一番安い部屋で 
１泊１４万円！ ちなみにスイートは３４万円！ 

リッツカールトン京都の公式ＨＰより 

ただし、世界中の観光地が、こういうホテルに来てほ

しい！と誘致合戦をしている。 

特に、地方につくってもらおうとすると、「来い！と

いうのは簡単だが、赤字になったら、どうするんだ。お

客さんが来なかったら、きちんと帳尻をあわせてくれる

のか！」というのが出店側の言い分。 

１０年間法人税など免除、建築資金の融資の利息

免除（補助）などは、海外では当たり前！ 

特に税金の免除の話は、国や地方公共団体でな

いとできない話。ぜひ制度をつくってほしい！ 

 ご提案！ 
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★たくさんお金も使ってもらう★２ 
「民族系旅行代理店」を旅行業法の対象に！ 

今は、日本人を対象とした、日本の旅行代理店が 
旅行業法の規制対象。 

そのため、台湾や中国からは、携帯電話１本で 
旅行代理店業務を事実上やっている 

個人「民族系代理店」が横行。これが約９割！ 
千歳上陸後のツアー代金を１円で請け負う。 
朝７時から夜９時まで日程びっちりにして 

お土産は自分のお土産屋さんでのみ購入させる。 
スカスカな「白い恋人たち」（白い恋人、でなく）を 
土産売上で１円ツアーの損を補てんしている。 
普通のツアーにすれば「爆買」予備軍に！ 

ご提案！ 



p. 16 

★たくさんお金も使ってもらう★３ 
１枚１００万円の高額な国際プレミアム買物券 
○○の一つ覚えの「プレミアム旅行券」の 

海外版をつくるのはどうか？ 
ポイントは、高額にすること！ 
たとえば、東京・大阪で使えるものは、１か所で  
１枚・額面１００万円を９０万円。お釣りなし。 
それ以外のエリアは１枚・額面５０万円を４５万。 
一人５枚まで。 
そうすると、頑張ってその金額まで１か所で買う。 

  ※それに対応したお土産屋さんを地方に作る。 
※原資はわかりません… 

ご提案！ 
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★たくさんお金も使ってもらう★４ 
「手ぶら」爆買い で もっと爆買いしてもらう！ 

 
日本人の国内旅行であれば、 

お土産の荷物が増えると宅配便で送るのは普通。 
今は国際宅急便が発達。 
世界に誇るＡＮＡの 

充実したカーゴ・ビジネスを活用して 
免税品店やホテルなどで 

そういうカウンターを作っては？ 
今の中国人の人が、荷物の多さを苦にしている節は

ないが、これからは段々と日本人化する。 
※マナーも改善してきたことだし… 

ご提案！ 



p. 18 

★たくさんお金も使ってもらう★５ 

お金持ち にもっと来てもらう！ 
 
・ラグビー愛好者、ＬＧＢＴの人たちはお金持ち
が多いと言われている。 
最新データ（２０１１ＮＺラグビーＷＣ）では、 
一般観光客より、ＷＣ観戦目的の人は 
支出が４１％多かった。 
 

・ プライベートジェットで来る人の、日本の評判は
よくない。融通が利かない、駐機できない。 
※ＦＤＡの静岡空港は格納庫あり。 

研究する必要あり！ 
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日本人による国内旅行が、観光消費額の中心！ 
ただし、今後２０年で激減が予想される。 

インバウンドで補うことも重要。 
しかし、日本人の国内旅行の減少を 

食い止めるのも重要。 
車いすでも認知症でも楽しい旅行！ 

を目指す。 
 
・バリアフリーホテルはすでにある（料金高くとれる） 
 北海道乙部町の「バリアフリーホテル・あすなろ」。 
 
・身障者対応のノウハウは日本にある！（Ｐ２０） 
・認知症の人向けツアーを研究すべし。 
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ＩＯＣ委員などが購読するスポーツマネジメント雑誌 
英国のＳｐｏｒｔｓＰｒｏＭａｇａｚｉｎｅによると 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳｐｏｒｔｓＰｒｏＭａｇａｚｉｎｅ第６６号 

（２０１４年４月発行） 

森喜朗・東京五輪パラリン組織委
員会会長の紹介、遠藤利明・現・
五輪大臣へのインタビューを載せ
たこの記事では、パラリンピアン
佐藤真美選手の「障害者の人た
ちにとっては、ＪＡＬ（のサービス）
はほぼ完ぺきだ」というコメントを
紹介している。その背景には、ＪＡ
ＬのＣＡが、資格取得費用を自腹
（約５万円）で払い、休日にわざ
わざ通学して「サービス介助士」の
資格を取得している割合が１１％
もいると言う。そういう「奉仕精神
のある人を面接で選んでいる」と
書かれている。 
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資料１： ２０２５年までの１０年間の目標 
として何を掲げるべきか？ 
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インバウンドの割合

OECD Tourism Trends and Policies 2014, 世界銀行より発表者作成 

観光で「食っている」国は、インバウンドの割合が３割を超えて
いる。アメリカ並みとしても最低２５％が目標だ。 
２０１４年の観光消費額約２３兆円としたとき、インバウンドを
２５％（約５．７兆）とするためには、現状の２．２兆から約３
倍弱ほど増やす必要がある。１０年後、国内旅行が２割減り、自
動的にインバウンド「割合」が増えることを加味すると、やはり
インバウンド収入は最低、今の３倍（６兆円）は必要だ。 
 
 

※「インバウンドの割合」 
＝インバウンドから収入÷（国内旅行＋インバウンド） 
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２： インバンド消費額３倍を実現する組合せ 
 

 

訪日外国観光客数  客単価  対２０１４年比 

  １５０％（２０１０万人） × ２００％ ＝ ３倍 

  ２００％（２６８０万人） × １５０％ ＝ ３倍 

  ２３０％（３０８２万人） × １３０％ ＝ ３倍 

  ２８０％（３７５２万人） × １０７％ ＝ ３倍 

※２０１４年の約１３４０万人をベースに考えた場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年に２０００万人を達成しそうな現実を見ると、

１０年後の目標としては３０００万人～３７００万人程度

が現実的か。 

だとすれば、客単価は１０％から３０％程度、今より増

やさないといけない。 

これを、先ほどのアイディアで達成する！ 
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３： インバンド消費額３倍は先進国平均！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の０．４％を 
３倍にしても 
１．２％だから 
Ｇ７平均。 
つまり、 

現実的な目標！ 
 

フランス、イタリアは
２％以上 

（日本の５倍） 
スペインは約５％ 
（日本の１２倍！） 




